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研究成果の概要（和文）：　今回の研究課題において、復顔法による個人識別をおこなうにあたり絶対不可欠で
ある日本人の顔面軟組織厚の平均値のデータベース確立、および鼻部、眼部、耳介部といった骨による裏装が無
い部位の推定方法の確立を目標に研究を遂行した。本来であればこれらを確立するためには生体の計測が不可欠
であるが、レントゲンやCTによる観察を行う場合は放射線による被曝のリスクを考慮しなければならないが、法
医解剖の際に撮影される死後CT画像を計測に用いることによってこれらの問題を解決した。
　計測部位に限定は生じてしまう問題はあるものの、死後変化の少ない遺体であれば生体と比較して遜色ないデ
ータの獲得が可能であった

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study are the establishment of facial approximation 
standards for facial likeness of Japanese population  specified.  In this study, we measured the 
facial soft tissue thickness (FSTT) of Japanese population using Postmortem Computed Tomography 
Images (PMCT). PMCT is the images for autopsy and it is take before autopsy. Different from the 
cadaver for anatomy dissection, this kind of human remains is not treat embalm. it means the body 
condition is able to obtain the closer  values of living person.  the author measured FSTT used 
X-ray images in previous studies. However, X-ray images has only 2 dimensional information. The 
author measured 3 dimensionally and established Japanese FSTT database used PMCT images in this 
funding. the result was contributed the journal.  Facial soft tissue thickness of the Japanese 
population determined using post mortem computed tomography images, Tanaka C, Utsuno H et.al.
Forensic Imaging  23 (2020) 200423.

研究分野： 法人類学

キーワード： 復顔法　法人類学　個人識別

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　復顔法は、身元不明の白骨遺体の生前の顔貌を推定する法人類学的技法である。本法を遂行するには人種ごと
の顔面の軟組織厚の平均値が必要不可決である。日本人ものは1940年代に報告されて以来、顔面全域の計測の報
告は皆無であった（2次元的な計測は筆者が数編報告している）。上述の先行研究は、大戦直後のものであり、
解剖実習等に献体された実習体であったこと、計測方法が穿刺法（針を刺して長さを測る方法）であったために
精度の高いものとは言いがたかったが、本課題において現代日本人の顔面軟組織厚のデータベースを確立し、身
元不明遺体の身元判明の確率上昇に寄与したものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通）	
 
 
１．研究開始当初の背景 
	 復顔法は、身元不明の頭蓋骨が発見された際に、生前の顔貌を推定する法人類学的技法

であり、歯科所見などで身元が判明しない頭蓋骨から生前の顔貌を推定する方法である。

本技法は、欧米諸国においては数多くの研究が発表されてきたが、我が国では研究者や技

術者も少く、日本人（モンゴロイド）の顔貌を再現するための情報が圧倒的に少ない。申

請者は、日本人（モンゴロイド）の頭蓋骨の所見から十分に信頼しうる顔貌の推定法を構

築するために、本研究を計画した。 
 
 
２．研究の目的 
	 欧米においては、顔面軟組織厚の研究はいくつか報告されており、これらは顔貌の形態
に関係なく男女に分けられて報告されている。申請者は、前回の研究において、顔貌の形
態の違いにより差異が存在することを報告した。日本においては、復顔法が適用される事
例が少なかったこともあり、申請者が報告したデータや過去に発表されたデータを実際の
事例において適用し、その影響と効果について報告されたものはないため、この日本人の
軟組織厚データの利点、欠点および客観性の考察がなされていない。これらのデータは、
現場において応用することで精度の高い復顔像の作製が可能となるものであり、応用例は
必要不可欠なものである。欧米においては、BMIの違いによる復顔像の変化等も報告され
ている（Forensic Sci Int. 172(2006) S147-S158他 2編）が、日本においての報告はない。
そのため、申請者は現在まで報告してきたデータを用いることによる効果、影響、客観性
を評価し、これまでのデータをさらに有用なものにアップデートすべく、近年発展を遂げ
てきた 3D プリンターおよび画像構築ソフトを活用しようと計画した。そして、検体の顔
貌および同検体の頭蓋骨の三次元イメージを作製し、頭蓋骨のみの画像に対して、算出し
た回帰方程式を適用し、復顔像を作製して、実際の顔貌との比較および評価を行う。そし
て 1度目の評価をフィードバックして、再度復顔像を作製する。これにより復顔法の精度
向上ができるものと考えられる。従来であれば、頭蓋骨の複製は印象材や石膏を用いて作
製するため非常に煩雑なものであったが、近年 3D プリンターや三次元構築ソフトの発達
により、プロセスの大幅な短縮が可能となった。予想される結果として、鼻尖部および鼻
下点部の位置が大きく異なっている、あるいは口唇部の形態が著しく異なっている復顔像
が作製される可能性もありうるが、研究期間内に複数回改善点をフィードバックすること
により、推定部位および形態の誤差の範囲の閾値を狭くすることが可能である。本研究は、
身元不明死体の判明率向上に寄与し、死体遺棄などの犯罪抑制に大いに貢献できるものと
考えられる。 
 
 
 
３．研究の方法 
	
	 (1).軟組織厚に関する研究	
・	 東京大学と千葉大学で撮影された死後 CT 画像で死後変化が少なく、頭部外傷のない 176	
	 	 事例（男性 104 事例、女性 72 事例）	
・	 撮影条件	
Eclos（日立）を管電圧 120kV、管電流 200mA,スライス厚 0.625mm	

・	 計測ソフト	
Radiant	DICOM	Viewer	

・	 統計解析	
	 	 Microsoft	 Excel	2016	
	
計測	
	
	 次頁の図 1.に示す骨上の計測点と直上（FH 平面と平行）の軟組織の厚さを計測した。	
これらの厚さの平均値、レンジ（最大値-最小値）、および標準偏差を算出し、仰臥位と座位の
偏位の補正を行った	 （表 1）。さらにこれらを男女、BMI、および年齢の 3 条件をそれぞれ 2
群に分類、これらをに対して 2 群間 t 検定を行った。また、左右に計測点が存在するものは、
左右間において 2 群間 t 検定にて左右差の観察をおこなった（表 2）。これらの計測は、2 週間
の間隔を空けて同サンプルを再度計測して 2回の計測値の差異を検討した（計測者内誤差）（表
4）	
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� name measured mean range S.D
1 Supra-glabella 172 5.27 11.73 1.74
2 glabella 175 5.07 8.73 1.49
3 nasion 6.11 13.38 2.02
4 rhinion 2.79 7.2 1.28
5 Point A 144 10.39 14.98 2.64
6 prosthion 100 10.01 15.84 2.61
7 infradentale 131 10.88 18.3 2.79
8 Point B (labiomentale) 145 12.67 16.4 2.18
9 pogonion 176 11.01 14.74 2.54

10 gnathion 175 8.46 21.26 3.7
11 frontal eminence L 4.64 10.95 1.92

R 4.43 11.52 1.86
12 fronto temporale L 5.65 12.76 1.99

R 5.56 11.71 1.99
13 supra orbital L 8.21 14.85 2.37

R 8.19 13.25 2.24
14 sub orbital L 6.5 17.36 2.98

R 6.64 17.67 2.89
15 zygomaxillare L 16.78 27.1 4.21

R 16.62 25.25 4.36
16 zygion L 175 8.1 24.62 4.09

R 174 7.89 23.81 4.18
17 Condylion laterale L 15.91 34.9 6.17

R 16.14 33.36 6.23
18 mid-masseteric L 175 22.7 36.4 6.88

R 175 22.97 38.47 6.81
19 gonion L 173 13.56 39.85 8.45

R 175 13.86 37.24 8.39
20 supra M2 L 71 33.96 45.94 7.94

R 71 34.02 47.2 8.47
21 Sub M2 L 47 32.84 32.2 7.25

R 46 33.46 30.1 7.63
22 apex of canine L 125 12.35 18.9 3.07

R 128 12.5 17.41 3.22
23 alare L 175 16.19 21.5 3.22

R 175 15.47 16.72 3.14
number: measured number : applied adjusted value (mm)

total (n=176)
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� name mean S.D mean S.D mean S.D mean S.D mean S.D mean S.D
1 Supra-glabella 5.71 1.85 ** 4.59 1.30 4.42 1.32 ** 5.94 1.75 5.22 1.62 5.31 1.83
2 glabella 5.35 1.57 ** 4.67 1.26 4.39 1.11 ** 5.63 1.53 5.13 1.31 5.03 1.62
3 nasion 6.66 2.10 ** 5.31 1.60 5.25 1.54 ** 6.80 2.10 6.16 1.77 6.07 2.20
4 rhinion 3.16 1.36 ** 2.26 0.95 2.29 0.88 ** 3.19 1.42 2.62 1.15 2.92 1.37
5 Point A 11.01 2.47 ** 9.56 2.65 9.45 2.21 ** 11.17 2.73 11.33 2.29 ** 9.56 2.67
6 prosthion 10.41 2.89 9.40 1.99 8.96 2.00 ** 10.73 2.75 10.55 2.18 * 9.26 2.97
7 infradentale 11.24 3.08 10.32 2.17 10.02 2.77 ** 11.51 2.64 10.95 2.64 10.82 2.96
8 Point B (labiomentale) 13.04 2.25 * 12.18 1.99 11.54 2.03 ** 13.62 1.84 12.57 2.47 12.78 1.88
9 pogonion 11.27 2.50 10.63 2.57 9.82 2.35 ** 11.98 2.27 11.04 2.55 10.98 2.55

10 gnathion 9.03 3.90 * 7.61 3.23 6.92 3.25 ** 9.72 3.59 8.48 3.88 8.44 3.58
11 frontal eminence L 5.12 2.06 ** 3.95 1.45 3.57 1.12 ** 5.50 2.00 4.65 1.85 4.63 1.98

R 4.92 1.94 ** 3.73 1.50 3.41 1.37 ** 5.26 1.80 4.52 1.79 4.36 1.92
12 fronto temporale L 5.92 2.00 * 5.2743 1.94 4.58 1.34 ** 6.53 2.01 5.58 1.88 5.71 2.09

R 5.81 2.06 * 5.21 1.86 4.49 1.21 ** 6.43 2.08 5.59 1.86 5.55 2.10
13 supra orbital L 8.63 2.60 ** 7.61 1.84 7.09 1.72 ** 9.13 2.43 8.28 2.01 8.16 2.62

R 8.70 2.40 ** 7.46 1.76 7.12 1.64 ** 9.06 2.29 8.20 2.20 8.18 2.28
14 sub orbital L 6.83 3.25 6.04 2.48 4.97 1.90 ** 7.75 3.11 6.41 2.64 6.58 3.22

R 6.78 3.13 6.44 2.52 5.22 2.00 ** 7.80 3.00 6.51 2.67 6.74 3.06
15 zygomaxillare L 17.34 4.65 * 15.97 3.35 14.52 3.29 ** 18.61 4.00 17.68 3.66 * 16.09 4.49

R 17.33 4.67 ** 15.61 3.67 14.38 3.60 ** 18.45 4.07 17.51 3.88 * 15.94 4.59
16 zygion L 8.41 4.24 7.65 3.86 5.93 2.48 ** 9.85 4.30 8.58 4.25 7.73 3.95

R 8.22 4.24 7.42 4.07 5.94 3.06 ** 9.44 4.31 8.42 4.13 7.49 4.19
17 Condylion laterale L 17.14 6.49 ** 14.13 5.23 12.16 3.62 ** 18.96 6.14 16.34 5.17 15.58 6.84

R 17.59 6.29 ** 14.05 5.55 12.55 4.37 ** 19.06 6.00 16.69 5.96 15.72 6.42
18 mid-masseteric L 23.54 7.50 21.48 5.74 18.54 4.50 ** 26.12 6.64 24.25 6.53 ** 21.50 6.94

R 23.98 7.31 * 21.52 5.76 18.86 4.39 ** 26.35 6.59 24.27 6.47 * 21.96 6.92
19 gonion L 13.80 9.08 13.22 7.51 9.40 5.40 ** 16.90 8.99 14.68 8.60 12.71 8.28

R 14.50 9.16 12.95 7.11 9.38 5.38 ** 17.47 8.65 14.75 8.39 13.18 8.37
20 supra M2 L 34.61 9.84 33.18 4.74 31.08 6.47 ** 36.62 8.31 33.96 6.32 33.96 10.74

R 34.22 10.57 33.78 4.99 31.09 6.86 ** 36.71 8.99 34.01 6.38 34.03 12.09
21 Sub M2 L 34.73 8.20 * 30.49 5.12 29.25 4.86 ** 36.91 7.43 32.37 7.16 35.11 7.70

R 36.67 7.72 ** 29.64 5.58 28.99 4.75 ** 38.34 7.22 32.29 7.36 * 38.29 7.14
22 apex of canine L 13.29 2.88 10.93 2.82 11.16 2.53 13.28 3.15 12.94 3.18 11.70 2.84

R 13.57 3.34 10.83 2.17 11.10 2.64 13.62 3.22 12.87 3.10 12.11 3.32
23 alare L 17.01 3.40 15.03 2.55 14.56 2.36 17.54 3.23 16.23 2.57 16.16 3.65

R 16.41 3.22 14.12 2.49 13.99 2.44 16.69 3.15 15.32 2.55 15.58 3.54
: apllied adjusted value *: p < 0.05, **: p < 0.01 (mm)

sex BMI age
male (n=104) female (n=72) BMI < 21.75 (n=79) BMI > 21.75 (n=97) Age < 50 (n=76) Age > 50 (n=100)

 
	
これら軟組織厚の計測値と類似する生体を用いた先行研究との比較を行った（表 3）。	
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� name n mean S.D n mean S.D
1 Supra-glabella 104 5.71 1.85 29 4.9 4.34
2 glabella 104 5.35 1.57 29 6.3 4.14
3 nasion 104 6.66 2.10 29 5.6 4.32
4 rhinion 104 3.16 1.36 29 2.9 4.57
6 prosthion 60 10.41 2.89 29 11.9 4
7 infradentale 80 11.24 3.08 29 12.1 3.92
9 pogonion 104 11.27 2.50 29 11.5 4.07

10 gnathion 104 9.03 3.90 29 8.4 4.37
11 frontal eminence L 104 5.12 2.06

R 104 4.92 1.94
16 zygion L 103 8.41 4.24

R 103 8.22 4.24
19 gonion L 102 13.80 9.08

R 103 14.50 9.16
20 supra M2 L 39 34.61 9.84

R 39 34.22 10.57
21 Sub M2 L 26 34.73 8.20

R 25 36.67 7.72
(mm)

29 21.1 6.72

29 7.9 5.71

29 23.3 6.22

29 4.8 4.32

29 7.8 4.38

This study Kimura (2018)
PMCT ultra sound / living

male (n=104) male (n=29)



 

 

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

４．研究成果	
	 今回の研究において、性別、BMI,および年齢に分類した現代日本人の顔面軟組織厚のデータ
ベースを確立した。1940 年代以降、顔面の全域におよぶ軟組織厚の計測値のアップデートは行
われてこなかったが、今回のアップデートにより、BMI および年齢といった項目による分類も
含めた計測値を発表することが可能になった。これにおいて、BMI、性別、および年齢の順で著
しい差異が観察された。また、今回の計測値は遺体から計測したものであったが、部位によっ
て不安定な部分は認められたが、類似した先行研究との比較においては生体とほぼ同等の計測
値を得ることが可能であった。	
	 これらを鑑み、まずデータの収集において死後経過時間が短く、死後変化が少ない未固定（解
剖実習用の固定がなされていない）遺体であればほぼ生体と同等の計測値を得られる可能性が
示唆された。本研究は死後 CT 画像(PMCT)を用いた計測であったが、PMCT は法医解剖に先立っ
てルーティンで行われるものであり、人体実験および被曝のリスクなしに生体に近似した計測
データが収集可能と考えて差し支えのない結果であった。申請者は、これまで X-線画像の計測
を行いデータベースの作製のための研究を遂行してきたがこれは二次元的で計測可能部位が限
定されたものであったが、今回 PMCT をもちいることによって顔面の三次元的な計測が可能にな
りこれまで報告がなされてこなかった部位の軟組織厚の報告も可能となった。計測結果より身
元不明の頭蓋骨が発見された際に、性別、および（着衣があれば）BMI の推定を行うことによ
ってより、その差異を反映させた復顔法の遂行が可能となり、身元不明者の身元確認の精度上
昇に有用な結果を得ることができたものと考える。	
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� name 1st 2nd mean range p value
1 Supra-glabella 5.22 5.16 5.19 0.06 0.74
2 glabella 4.97 4.95 4.96 0.02 0.898
3 nasion 6.01 6.09 6.05 -0.08 0.685
4 rhinion 2.79 2.67 2.73 0.12 0.414
5 Point A 9.92 9.97 9.95 -0.05 0.877
6 prosthion 10.01 10.13 10.07 -0.12 0.739
7 infradentale 10.88 10.94 10.91 -0.06 0.871
8 Point B (labiomentale) 12.1 11.87 11.99 0.23 0.39
9 pogonion 10.27 10.19 10.23 0.08 0.794

10 gnathion 7.82 7.53 7.68 0.29 0.462
11 frontal eminence L 4.64 4.45 4.55 0.19 0.344

R 4.43 4.41 4.42 0.02 0.937
12 fronto temporale L 5.65 5.5 5.58 0.15 0.465

R 5.56 5.55 5.56 0.01 0.964
13 supra orbital L 7 6.99 7.00 0.01 0.962

R 6.98 7.05 7.02 -0.07 0.758
14 sub orbital L 7.84 7.72 7.78 0.12 0.695

R 7.98 7.69 7.84 0.29 0.354
15 zygomaxillare L 16.78 16.74 16.76 0.04 0.93

R 16.62 16.42 16.52 0.2 0.665
16 zygion L 9.25 9.14 9.20 0.11 0.799

R 8.99 9.13 9.06 -0.14 0.762
17 Condylion laterale L 15.91 15.85 15.88 0.06 0.927

R 16.14 16.16 16.15 -0.02 0.971
18 mid-masseteric L 22.7 22.63 22.67 0.07 0.933

R 22.97 22.52 22.75 0.45 0.538
19 gonion L 15.73 15.91 15.82 -0.18 0.846

R 16.19 15.96 16.08 0.23 0.791
20 supra M2 L 33.96 33.08 33.52 0.88 0.774

R 34.02 32.65 33.34 1.37 0.579
21 Sub M2 L 32.84 31.67 32.26 1.17 0.421

R 33.46 31.58 32.52 1.88 0.207
22 apex of canine L 12.35 12.71 12.53 -0.36 0.342

R 12.5 12.54 12.52 -0.04 0.909
23 alare L 16.91 17.19 17.05 -0.28 0.43

R 16.19 16.22 16.21 -0.03 0.913
(mm)
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